
原
発
震
災
に
あ
え
ぐ
福
島
県
。
文
科
省
は
幼
小
中

学
校
に
お
け
る
屋
外
活
動
の
放
射
線
量
の
上
限
を
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
大
幅

緩
和
し
ま
し
た
が
、
福
島
の
保
護
者
ら
か
ら
の
猛
烈

な
抗
議
を
受
け
て
、
「
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に

抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
約
束
し
ま
し
た
。
そ
の

最
中
、
大
阪
府
議
会
に
「
君
が
代
」
強
制
条
例
案
が

提
出
さ
れ
、
６
月
３
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
後
押
し
す
る
よ
う
に
最
高
裁
は
「
君
が
代
」
の
起

立
斉
唱
命
令
は
合
憲
と
す
る
判
断
を
示
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
放
射
能
汚
染
に
さ
ら
し
な
が
ら
、
こ
の
国

を
愛
せ
と
強
制
す
る
こ
の
国
の
政
治
は
根
腐
れ
し
て

い
ま
す
。
全
面
的
に
取
り
変
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

大
阪
府
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
君
が
代
」
強
制
条

例
案
は
、
橋
下
知
事
が
率
い
る
「
大
阪
維
新
の
会
」

府
議
団
が
提
出
し
ま
し
た
。

条
例
は
１
９
９
９
年
に
改
悪
さ
れ
た
教
育
基
本
法

と
学
習
指
導
要
領
が
ベ
ー
ス
。
目
的
は
子
ど
も
に

「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
」
し
、
「
わ
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
意
識
の
高
揚
」
を
植
え
つ
け
る
こ
と
。
府
内

の
公
立
小
中
高
の
教
職
員
を
対
象
に
、
起
立
に
よ
る

「
君
が
代
」
斉
唱
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
問
題
の
条
例
化
は
全
国
初
の
ケ
ー
ス
。
職
務

命
令
・
処
分
に
よ
っ
て
教
職
員
の
「
思
想
信
条
の
自

由
」
を
蹂
躙
し
て
き
た
石
原
都
政
も
、
条
例
化
ま
で

は
踏
み
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。
橋
下
知
事
は
「
組
織
マ

ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
」
の
た
め
と
公
言
し
、
職
務
命
令
を

３
回
拒
否
し
た
ら
免
職
に
す
る
ル
ー
ル(

条
例)

案
を

９
月
議
会
に
提
出
す
る
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
一
皮
は
ぐ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
、

で
す
。

「
君
が
代
」
強
制
は
教
育
基
本
法
の
改
悪
か
ら
本

格
化
し
ま
し
た
。
そ
の
総
指
揮
を
と
っ
た
の
が
文
科

省
で
す
。

５
月
23
日
月
曜
日
、
福
島
か
ら
６
５
０
名
の
父
母

ら
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
子
ど
も
の
健
康
を
守
れ
な
い
」

と
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
年
間
許
容
量
の
撤
回

を
文
科
省
に
要
請
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る
中
、
屋

外
で
対
応
し
た
省
の
局
次
長
は
「
最
終
的
に
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
指
し
て
努
力
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。
「
最
終
的
に
」
「
目
指
し
て
」
「
努
力
す
る
」
ー

こ
れ
が
本
音
で
し
た
。
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
は
大
人
の
許
容
量
で
す
。

放
射
性
物
質
を
拡
散
し
続
け
て
い

る
福
島
第
一
原
発
の
現
状
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
第
一
を
考
え
れ
ば

「
疎
開
」
さ
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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文科省

文
科
省

放
射
能
許
容
量
引
き
上
げ

子
ど
も
の
健
康
を
守
れ
！

大
阪
府
「
君
が
代
」
強
制
を
条
例
化

思
想
信
条
を
踏
み
に
じ
る
な
！

子
供
に
放
射
能
と

日
の
丸
・
君
が
代
を
強
要
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全
て
の

原
発
を
２

０
１
２
年

初
ま
で
に
停
止
し
、
可
及
的
速
や
か
に
廃
炉

に
す
る
こ
と
。
わ
が
国
の
発
電
設
備
能
力

（
10
年
３
月
末
現
在
）
は
、
原
子
力
発
電
量

は
全
発
電
設
備
能
力
の
17
・
38
％
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
54
基
中
、
今
次
震
災･

事
故
で
停

止
が
14
基
、
定
期
点
検
停
止
中
が
17
基
、
新

た
に
浜
岡
の
２
基
を
く
わ
え
33
基
が
停
止
し

て
い
る
。
ま
た
稼
動
中
の
21
基
の
う
ち
14
基

は
年
内
に
定
期
点
検
に
入
る
。
停
止
中
の
原

発
を
再
稼
動
し
な
け
れ
ば
、
来
年
に
稼
動
す

る
の
は
７
基
に
過
ぎ
ず
、
総
発
電
設
備
能
力

の
わ
ず
か
２
・
２
％
で
あ
る
。
休
止
中
の
火

力
発
電
の
再
稼
動
を
は
じ
め
、
た
だ
ち
に
代

替
発
電
の
準
備
を
開
始
し
、
必
要
電
力
を
ま

か
な
う
こ
と
。

脱
原
発

社
会
に
転

換
す
る
た

め
に
、
原
子
力
関
係
経
費
予
算
約
４
３
８
０

億
円
の
内
、
原
発
立
地
対
策･

研
究
開
発
と

他
国
と
の
原
子
力
協
定
交
渉
経
費
な
ど
の
予

算
を
、
今
次
原
発
事
故
対
策
費
に
ま
わ
す
こ

と
。
原
発
関
連
産
業
へ
の
あ
ら
ゆ
る
優
遇
措

置･

政
府
援
助
金
の
廃
止
、
海
外
へ
の
原
発

の
政
府
セ
ー
ル
ス
の
中
止
。
原
発
以
外
の
電

力
育
成
の
た
め
に
発
送
電
を
分
離
す
る
こ
と
。

東
電
か

ら
被
災
者･

事
業
者
へ

の
即
時
賠
償
金
の
支
払
い
、
事
故
の
進
捗
に

応
じ
て
無
制
限
の
賠
償
を
指
導
す
る
こ
と
。

損
害
賠
償
支
援
の
「
機
構
」
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
東
電
の
賠
償
額
は
「
上
限
」
は
設
け

ず
、
税
金
の
投
入
と
電
気
料
金
の
値
上
げ
は

し
な
い
こ
と
。
ま
た
賠
償
の
費
用
は
、
す
べ

て
東
電
、
金
融
機
関
、
株
主
、
電
力
各
社
及

び
原
発
に
関
わ
っ
て
き
た
企
業
の
負
担
で
ま

か
な
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

文
科
省

原
子
力
損

害
賠
償
紛

争
審
議
会
は
、
賠
償
の
対
象
と
期
間
の
内
容

を
提
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
不
当
な
差
別
と

制
限
を
設
け
な
い
無
制
限
・
無
期
限
の
包
括

的
な
賠
償
を
。
農
林
水
産
業
へ
の
「
風
評
被

害
」
、
個
人
の
精
神
的
被
害･

差
別
被
害
、

長
期
の
放
射
能
除
去
の
た
め
の
土
地
改
良
事

業
な
ど
包
括
的
な
賠
償
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

20
キ
ロ
圏
外
の
自
主
的
避
難
者
を
「
自
己
責

任
論
」
に
よ
る
差
別
、
被
災
者
個
人
の
認
定

基
準
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

子
ど
も

の
安
全
基

準
20
ｍ
Ｓ

ｖ
を
撤
回
し
、
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
を
基
準

と
す
る
こ
と
。
そ
の
基
準
で
学
校
な
ど
子
供

の
関
係
施
設
の
放
射
線
量
低
減
措
置
を
自
治

体
に
委
ね
ず
国
が
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
表
土

処
理
、
代
替
プ
ー
ル
借
用
料
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
費
用
、
放
射
性
物
質
よ
け
の
マ
ス
ク

支
給
等
の
費
用
を
調
査･

集
約
し
、
東
電
の

負
担
と
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

原
発
作

業
員
の
内

部
被
曝
に

対
す
る
検
査
等
を
徹
底
し
、
健
康
管
理
継
続

し
管
理
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
非
正
規
労
働
者

等
を
把
握
す
る
こ
と
。
ま
た
、
政
府
や
東
電

は
作
業
員
の
命
を
第
一
と
し
、
拙
速
な
作
業

指
示
を
し
な
い
こ
と
。
原
発
事
故
を
は
じ
め
、

震
災
に
名
を
借
り
た
不
当

解
雇
を
防
止
し
、
国
の
指

導
に
よ
り
雇
用
の
安
定
を

図
る
こ
と
。

新社会
お問い合わせ先

新
社
会
党
本
部
は
６
月
２
日
、
福
島
原
発
大
事
故
に
よ
る
被
災
者
・
避
難
者
の
生
活
再
建
と
今
後

の
原
発
問
題
に
つ
い
て
対
政
府
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
党
本
部
役
員
、
浜
岡
・
伊
方
・

東
海
各
原
発
・
横
須
賀
な
ど
地
元
関
係
者
、
福
島
被
災
者
、
自
治
体
議
員
な
ど
が
参
加
し
、
共
通

の
要
求
と
個
別
の
要
求
を
交
渉
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
共
通
要
求
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

原発・被災要求 新社会党、各省と交渉
来
年
ま
で
に
全
原
発
の
停
止

原
発
予
算
を
事
故
対
策
へ

東
電
関
係
で
全
額
賠
償
を

差
別
・
選
別
な
き
賠
償
を

子
供
を
被
曝
さ
せ
な
い
こ
と

健
康
管
理
・
解
雇
の
防
止


